
 

カリキュラム・ポリシー（教育課程編成・実施の方針） 

ディプロマ・ポリシー（卒業認定の方針）に掲げた能力を身に付けるため、以下の方針に基づいて各学

科のカリキュラムを編成します。 

 

＜高度自動車科＞ 

 国家１級自動車整備士およびトヨタサービス技術検定２級資格の取得に十分な教育内容・教育時間を

確保する 

 自動車整備業界の変化・進化に応じ、アフターサービス業務で必要となる新しい知識の教育、および

それに付随するメンテナンス方法・故障診断などの技術に関する実習授業を導入していく 

 自ら考え行動できる力やコミュニケーション力を向上させるため、チームにより課題を発見・分析・

解決する研究授業を実施する 

 将来、業界のリーダーとして牽引できる教養を身に付けるための経営やマーケティング、マネジメン

トに関する教育を実施する 

 

＜エキスパートエンジニア科＞ 

・ 国家２級自動車整備士および国家自動車車体整備士、トヨタサービス技術検定２級資格の取得に十

分な教育内容・教育時間を確保する 

・ 自動車整備業界の変化・進化に応じ、アフターサービス業務で必要となる新しい知識の教育、およ

びそれに付随する整備に関する教育を導入していく 

・ 板金・塗装技術の習得とレストア／カスタマイズを通じた車体整備技術全般も網羅する実習授業を

実施する 

・ 多様な車種での各装置の整備、重整備、走行性能に関わるチューニングなど、幅広く整備技術を研

究し、技能を身に付ける授業を実施する 

・ 信頼されるサービスエンジニアの素養としての接客応対力、業務知識、コミュニケーション力に関

する教養教育を実施する 

 

＜自動車整備科＞ 

・ 国家２級自動車整備士およびトヨタサービス技術検定３級資格の取得に十分な教育内容・教育時間

を確保する 

・ 自動車整備業界の変化・進化に応じ、アフターサービス業務で必要となる新しい知識に関する教育

を導入していく 

・ サービスエンジニアとして即戦力で活躍できる技術を身に付けさせるため、作業習熟を高めるため

の実習授業を実施する 

・ 信頼されるサービスエンジニアの素養としての接客応対力、業務知識、コミュニケーション力に関

する教養教育を実施する 



 

＜国際自動車整備科＞ 

・ 職場でコミュニケーションを十分に図ることができるよう、日本語能力試験２級レベルの日本語力

を養う教育を実施する 

・ 国家２級自動車整備士およびトヨタサービス技術検定３級資格の取得に十分な教育内容・教育時間

を確保する 

・ 自動車整備業界の変化・進化に応じ、アフターサービス業務で必要となる新しい知識・技術に関す

る教育を導入していく 

・ サービスエンジニアとして即戦力で活躍できる技術を身に付けさせるため、作業習熟を高めるため

の実習授業を実施する 

・ 信頼されるサービスエンジニアの素養としての接客応対力、業務知識、コミュニケーション力に関

する教養教育を実施する 

 

＜ショールームスタッフ科＞ 

・ ショールームスタッフとしてお客様対応するために必要となる幅広い自動車知識に関する教育、国

家３級自動車整備士およびトヨタサービス技術検定４級資格の取得に十分な教育を実施する 

・ 自動車販売店に来訪するお客様に対して、ホスピタリティ溢れ、信頼していただける応対ができる

よう、様々な場面での接客応対に関する教育を実施する 

・ 自動車販売店の店舗における様々な業務に関する基本的な知識・技能を身に付けるための教育を実

施する 

・ 進化する自動車の商品知識を自ら学ぶ素養を身に付けるため、自動車の新機構について体験を通じ

て理解させる 
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